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＜連絡事項＞
・特になし。
＜患者様連絡事項＞
・袴田　将志様～飲水要求の多さや疎通性不良あり、田名部Drへ報告しフルメジン糖衣錠（1）2T　1×昼で追加処方となる。
・沼山　深雪様～本日昼からオランザピンOD（2.5）1T　1×昼追加。馬渡Drより午前・午後スタッフ付き添いにて短時間の開放観察実施するよう指示あり。その状態で来週の診察時に開放観察の時間を設定するとの事。
・太田　榮美子様～内科からの処方薬が6/16昼まで。馬渡Drへ確認し飲み切り止めとなる。
・澤口　利香様～タバコは6/17・19は2日分で10本、6/21は4日分で1箱渡して自己管理させる。
・渡部　節子様～臨時薬のクエチアピン（50）1T　1×夕食後　6日分継続処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施中。施錠中はドア蹴り見られる。開放観察中、奇声を上げながらホールを徘徊していることあり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・柏山　知也様～時間隔離中（20：00～10：00）。奇異行為なし。Bユニットで過ごすが、Aユニットへ戻ろうとする事はあるが、説明にて過ごす事出来ている。引き続き精神症状の経過観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・沼山　深雪様～終日隔離中。疎通は取れており易怒性・粗暴性はないが、午後から自室内で独語あり。食事・服薬の拒否なし。引き続き精神症状の経過観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・矢崎　さかえ様～起床後は帰宅要求聞かれドアノブ弄り見られていたが、日中は帰宅要求なく穏やかに過されている。
・渡部　節子様～帰宅要求聞かれドア弄りや脱衣行為みられている。服薬は再三の促しにて服用。入浴に対しても拒否強いが、パウチ交換も行う事を説明すると、入浴に応じている。
・和田　昌様～本日より内服追加となっているが、服薬の声掛けに「どこも悪くない」と口調強め拒否あり。説明にて服薬は出来ている。また、本人から粥→常食への変更希望聞かれているが、去痰剤服用中であることや精神薬服用再開した点から、食事の変更は来週まで様子を見ていく。

・三上　キネ様～収縮期血圧124～132のため、10：00ドパミン注8滴/分へ減薬。減薬後も124～132で経過している為、12：00ドパミン注6滴/分へ減薬。以降収縮期血圧100台で経過。酸素飽和濃度は酸素2Lにて100～98％、痰鳴あり適宜吸引施行するが、酸素飽和濃度の低下なし。意識清明で、スタッフや家族に対して自ら話し掛け見られている。
